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防食塗装工・劣化部除去工・断面修復工

断面修復範囲

塗布型ライニング工法　D種
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※1　劣化部除去厚及び断面修復厚は、工事前の事前調査により、決定する。

記号 防食工法規格

D種

(塗布型ライニング工法)

施工数量(m2)

壁

底版

天井

劣化部除去厚
(設計厚)

27.8

84.0
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断面修復厚
(設計厚) ※1

10mm

27.8

83.2

31.430.8

83.2

30.8

28.4

30mm

No.3 No.4 No.5
施工箇所

※2　底面については、無収縮モルタルで欠損部を補修後、断面修復まで行い、塗装は行わない。
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水処理　第一系列

防臭対策室

地下１階平面図
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防食塗装工・劣化部除去工・断面修復工

※1　劣化部除去厚及び断面修復厚は、工事前の事前調査により、決定する。
※2　底面については、無収縮モルタルで欠損部を補修後、断面修復まで行い、塗装は行わない。
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管理棟　防食塗装範囲図(3)

A-A断面図
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防食塗装工・劣化部除去工・断面修復工

※1　劣化部除去厚及び断面修復厚は、工事前の事前調査により、決定する。
※2　底面については、無収縮モルタルで欠損部を補修後、断面修復まで行い、塗装は行わない。
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B-B断面図
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断面修復範囲

防食塗装工・劣化部除去工・断面修復工

※1　劣化部除去厚及び断面修復厚は、工事前の事前調査により、決定する。

記号 防食工法規格
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※2　底面については、無収縮モルタルで欠損部を補修後、断面修復まで行い、塗装は行わない。
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管理棟　防食塗装範囲図(5)
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塗布型ライニング工法　D種

防食塗装工・劣化部除去工・断面修復工

※1　劣化部除去厚及び断面修復厚は、工事前の事前調査により、決定する。

記号 防食工法規格

D種

(塗布型ライニング工法)

施工数量(m2)

壁

底版
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No.3 No.4 No.5
施工箇所

※2　底面については、無収縮モルタルで欠損部を補修後、断面修復まで行い、塗装は行わない。
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無収縮モルタルによる補修を行うこと。 
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